
計量法で定める電気・ガス・水道メーターの有効期間及び検定について 

 

 電気・水道・ガスメーターは計量法で規定する特定計量器に定められており、取引又は証明上の計量

に使用する場合、「検定証印」「基準適合証印」の付されたものを使用しなければなりません。 

 また、当該特定計量器は「検定証印」「基準適合証印」の有効期間が定められており、使用の制限によ

り有効期間の経過したものは取引又は証明に使用できません。使用するためには交換又は検定を受検す

ることが必要です。 

 ※検定を受検する為にはメーターを取り外さなければならないため、長期間メーターが使用できなく

なるなど不都合が生じますので、新品又は検定済みの修理品に交換するのが一般的です。 

 

【使用の制限】（法第１６条） 

「検定証印」「基準適合証印」の付されていないもの、有効期間の経過したものは取引又は証明に使用

してはならない。 

 

【検定証印・基準適合証印】（法第７２条、第９６条） 

○検定証印…経済産業大臣、都道府県知事、日本電気計器検定所、指定検定機関が検定を行い、合格し 

た特定計量器に付す証印。 

○基準適合証印…経済産業大臣が指定した者が製造し、基準に適合した特定計量器に付す証印。 

 

【有効期間の表示】（法第７２条第２項、第９６条第２項） 

検定証印 基準適合証印 有効期間の表示 

  

「検定証印」「基準適合証印」の付近に表示されています。 

例：有効期限 ２０３５年５月（和暦表示の場合あり。） 

 

【有効期間】（施行令第１８条） 

電力量計（電気メーター） 

イ 定格電圧が 300Ｖ以下（変成器付及びロ(2)を除く。） 

ロ 定格電圧が 300Ｖ以下のうち次のもの 

 (1) 定格 1次電流が 120Ａ以下の変流器とともに使用されるもの（定格 1次電圧が 300

Ｖ超える変圧器とともに使用されるものを除く。） 

 (2) 定格電圧が 20Ａ又は 60Ａのもの（電子式を除く。） 

 (3) 電子式のもの（イ及び(1)を除く。） 

ハ イ又はロ以外のもの 

 

10年 

7年 

 

 

 

 

5年 

水道メーター 8年 

ガスメーター 

 (1) ガスの総発熱量が 1㎥につき 90MJ未満、使用最大流量が 16㎥/h以下（都市ガス） 

 (2) ガスの総発熱量が 1㎥につき 90MJ以上、使用最大流量が 6㎥/h以下（石油ガス） 

 (3) (1)又は(2)以外のもの 

 

10年 

10年 

7年 

 



○電気メーターの表示例
　　※機種によって表示箇所が異なる場合があります。

ラベル 封印キャップ

検定ラベル　基準適合ラベル 検定証印

平成28年4月からの検定証表記
※検定証印のみ（有効期限はラベル）

2019年1月1日より有効期限が
和暦表記から西暦表記へ変更

平成28年3月迄の検定証表記
※検定証印と有効期限

基準適合封印キャップ
平成30年12月31日迄は
有効期限が和暦表記

※表示なし（証印はラベル）

○ガスメーターの表示例
　　※貼付け位置は異なる場合があります。

有効期限を示すステッカー 交換年月を示す証印

有効期限（西暦年）　

下２桁表示　　　　　　

※月は証印で確認　

または 有効期限と証印を表示

有効期限（年月）

表示　　　　　　　

平成30年12月31日迄は
有効期限が和暦表記

○水道メーターの表示例
　　※表示はシールのみ又は封印玉のみの場合があります。

有効期限シール 封印玉

フタの裏面に貼付け 表面 裏面

有効期限と証印を表示 証印を表示　　　　有効期限を表示

平成30年12月31日迄は
有効期限が和暦表記

各メーターの有効期限の表示について

（電子式メーター）
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